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兼　村　高　文
　2009－2010年度にわたる研究を終えて、最終報告の概要を以下に述べる。ただし、最終提出論文は現
在とりまとめ中であるので、ここでの報告は、まとめの方向性を述べるにとどめている。
　本研究は、1997年に政権に就いた労働党ブレア首相が1999年度から新たな国の予算マネジメントと
して導入した歳出レビュー（Spending　Review，SR）の枠組みについて、その中の決算・評価制度に関
する課題とこれからの展開を論じたものである。SRは、わが国も財務省の予算説明や民主党の2009
年衆院選挙マニフェストにも述べられているPDCA予算の枠組みであり、SRはとくに3年度にわた
る会計年度と完全発生主義による予算決算である。SRそのものの制度と課題については、2007－2008
年度社研個人研究費によりまとめた「わが国政府予算マネジメントの制度構築に向けた理論・実証研
究」の中で触れたが、そこでの課題の1つは、発生主義による会計情報と評価制度であった。公会計
に関わる利害関係者の間で発生主義会計がどれほど理解され、それがどう活用されているかは疑問の
残るとこであった。また公共サービスの評価をどう確立していくか理論と実践で難しい問題であり、
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SRはこうした課題とどう取り組むかが大きな課題でもあった。
　以上の問題意識から、2009－2010年度においてSRの決算・評価制度の課題をテーマにして研究に取
り組んだ。しかし結論から先に述べると、2010年5月に労働党から政権を奪取した保守党キャメロン
党首は、財政再建を最優先の政策課題としたためSRの枠組みから手間のかかる評価制度を廃止し、
さらにSRの枠組みも無くしてしまった。そのため、評価制度の課題については論ずることができた
が、今後の展開についてはこれまでのところ論ずる意義が薄れてきた。英国では政権交代により制度
の大幅な変更は珍しくないが、SRが導入され10年が経過して問題がそれほど指摘されてこなかった
だけに残念な改正であった。
　したがって、今後のSRの決算・評価制度に関する展開の議論はここではそれほど踏み込まないで、
本報告書では、わが国でも財務書類の作成で導入されている発生主義決算と事務仕分けなどの評価制
度について、SRの10年にわたる経験から参考となることを照らし合わせながらまとめている。英国
の公会計基準は、中央政府は2009年度、地方政府は2010年度からそれぞれ民間の国際財務報告基準
（IFRS）を採用し、セクター・ニュートラルの方針で公会計改革を進めている。公会計は企業会計と
同じ基準となって予算決算がまとめられているが、そのことをわが国ではどう参考にすべきか。また
評価についても政府と省庁の公共サービス協約（2010年度廃止）はまさにPDCA予算であったが、わ
が国の事業仕分けに代わる実効的な制度としてどう参考にすべきか。SRから学べることは多い。
　改革の動因は多分に政治的な決定にあろうが、海外の事例で改革へのメリットも示しておくことも
重要である。最終報告書では以上のことを中心にまとめる予定である。
一31一
